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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、中国通俗文学のなかでも、『三国志演義』、『水滸伝』に並ぶ人気を誇る、楊家将の物語
を文学作品として取り上げ、多面的な分析を加えたものである。楊家将の物語は、語り物、演劇、小
説など様々な形態で、ほぼ一千年にわたって中国の民衆に大きな影響を与え続けてきた。これほど著
名で人口に膾炙した物語でありながら、文字として残された小説や戯曲の質は必ずしも高くなく、そ
のため『三国志演義』などと比べると、遥かに評価が低く、研究対象となることも少なかった。 
しかし、楊家将の物語は、英雄豪傑の集う普通の歴史物語とは異なる。北宋に仕えた実在する武人
の一族をモデルとし、無敵をうたわれた名将の親から子、子から孫へと、男女を問わず武勇を受け継
ぎ、数世代にわたって宋への忠義を貫き戦い続ける、壮絶なる武将一門の物語であり、中国の文学史
上においても極めてユニークな存在である。 
 こうした楊家将物語の特徴を受け、これまでは、楊家将一族に関する歴史的考証が盛んにおこなわ
れてきた。また、楊家将の一人である楊四郎が遼に降ったあとの物語を芝居に仕立てた「四郎探母」
が大人気を博したため、楊四郎の政治的立場に関する議論も多かった。 
 しかし、楊家将の物語を文学作品として真正面から取り組む研究は多くなく、近年、日本でも幾つ
かの論が出されているが、楊家将小説の成立過程に関わる議論が中心である。本論文は、楊家将物語
の小説・戯曲を文学作品として精読する過程で気づかされた問題に考察を加え、楊家将一族の物語の
ユニークな特徴を明らかにしようとするものである。 
 本論文は大きく二部に分かれ、第一部は主に小説を、第二部は主に雑劇を扱う。 
 第一部第一章「『楊家府世代忠勇通俗演義伝』について――虚構と史実の間で」では、小説のテキ
ストのうち、『楊家府世代忠勇通俗演義伝』（以下『楊家府』と略称）を取りあげる。楊家将の小説に
は、『北宋志伝』と『楊家府』の二種があり、前者は通俗歴史小説として編まれ、後者は武将一族の
物語として編まれた。物語内容はほぼ重なるが、後者の方が内容的により古い形態を反映し、楊門女
将の活躍もより詳しく記されている。ところが、実際に版を重ねたのは、前者の方である。しかし、
著者は後者のテキストを中心に分析を加えている。これは楊家将の一族の物語としてのユニークさを
析出し、楊家将物語をトータルに把握する上で有利であるとの知見からであろうと思わるが、この判
断は妥当だと思われる。 
 著者は、この『楊家府』に対して詳細な検討を加え、史実が次第に虚構の色を濃くしてゆくさまを、
主要な登場人物と物語の展開に即して具体的に分析しており、概ね妥当な結論を得ていると思われる。 
 第二章「北漢時代の楊業とその周辺」は、主として、宋に降る前の、楊業の北漢時代の事績につい
て、史書の記述と『楊家府』、『北宋志伝』の記述を対比し検討を加えている。その結果、『北宋志伝』
に史書とずれのあることを指摘し、そのずれが楊業と北漢との関係を希薄化し、宋への投降を受け容
れやすくしたのではないかと推論している。 
 また、楊業の弟・楊重勲や七人の息子たちの事績についても調査、整理し、こうした結果を踏まえ、
楊業が宋には降ったが、遼に降らなかったのは、弟が楊家を受け継ぎ、家門を絶やす心配がなくなっ
たことにあるのではないかという新しい見解を提示している。遼に降らなかった点について、なお検
証すべき課題を残すものの、一定の説得力を持つ論であると評価できよう。 
 第二部では、楊家将物語を反映した演劇テキストの中から、元・明代にかけて創作された雑劇のテ
キスト六種を取りあげる。六種のうち女役が歌う旦本は一種のみで、残る五種はすべて男役が歌う末
本である。これは、京劇など詩讃系演劇において、楊門女将の活躍する演目が多い現状と大いに異な
る。楊家将物語の変遷を考える上からも、より古い形態を留める雑劇を取りあげる価値は高いと言わ
ねばならない。 
 第一章「「謝金吾」雑劇について」。「謝金吾」雑劇のポイントは、皇族の女性長国姑の活躍にある。
遼の間諜・王欽の差し金で動く謝金吾が楊家の滴水天波楼を取り壊そうとしたため、楊六郎は大罪と
知りつつ守備する三関をひそかに離れ母のもとに帰り、六郎に同道した部下の焦賛は謝金吾の家に上
がり込み家じゅうの者を皆殺しにする。この二人が捕縛されたところに登場するのが長国姑である。
彼女は、二人の処刑を阻み、王欽が間諜であることも暴く。著者は、小説では同じ皇族の八王の果た
す役どころを「謝金吾」雑劇では女性の長国姑が果たしているところに注目し、ここにのちの楊門女
将に連なる萌芽を指摘する。長国姑が登場する雑劇がこの一本しか残されていないこと、また活躍の
仕方に文武の違いがあることなど課題は残るが、のちの楊門女将の威風を感じさせるに十分な長国姑
の活躍ぶりからは、著者の考えは一定の説得力を持つであろう。 
 第二章「楊家将における“私下三関”のモチーフについて」は、「謝金吾」雑劇に見える「私下三
関」のモチーフの展開を考察したものである。「私下三関」とは、楊六郎が母親を見舞うため勝手に
守備する三関を離れた行為を指し、当時としては大罪にあたる。著者は、この同じモチーフが、慶祝
劇「黄眉翁」雑劇にも用いられていること、また「謝金吾」雑劇では、忠と孝とを天秤にかけ孝を採
る行為として描かれていたが、「黄眉翁」雑劇では、三関を離れる許しを得て、忠と孝とに矛盾が生
じないよう工夫がなされていることを指摘する。さらに、このモチーフが「薛仁貴」雑劇にも存在し、
元代にはかなり普遍的に用いられていたモチーフであることも明らかにしている。こうした事実関係
を踏まえ、著者は、元雑劇に見えるドラマツルギーの追求が、明代以降、倫理的訓戒へとシフトして
ゆく中国演劇の流れを、「謝金吾」雑劇から「黄眉翁」雑劇への「私下三関」の変化の中に読みとろ
うとしている。著者の結論は、慶祝劇の位置付けに対する問題を孕みながらも、首肯し得る結論であ
ろうと考えられる。 
 第三章「楊家将雑劇から見る習俗と時代背景」は、楊家将雑劇に見える、奇妙で残忍な二つの行為
に、遼の尚武の習俗が反映していることを明らかにしたものである。一つは、遼の兵士たちが、楊業
の遺骨を塔から吊るし毎日百人、三回ずつ射る百箭会という行為で、「昊天塔」雑劇に見える。二つ
目は、潘仁美とその部下たちが、援軍を求めに来た楊七郎を柱に縛りつけ、酒を飲みながら矢を射て
射殺してしまう行為で、「開詔救忠」雑劇に見える。前者は、遊牧騎馬民族の弓射の鍛錬に関わり、
柳の枝葉を標的として弓の腕前を競いあう「射柳」という競技の援用ではないかと著者は推定する。
中国語で楊業の楊が柳を指すことからも、「射柳」はぴったりである。後者は、遼軍が出陣または引
き上げる際、死刑囚や間諜を柱に縛り、矢を乱射して殺す習俗があり、進軍する方向に矢を放てば、
弓矢の力で邪を払うため「射鬼箭」と呼ばれたことを著者は指摘する。従来、単に残忍さを印象づけ
る奇妙な演出だと思われていた行為に遼の実際の習俗が反映していることを突き止め、明らかにした
本論は、楊家将物語の持つ豊かな文化資源としての可能性を示唆している。 
 第四章「楊家将物語と『水滸伝』」は、戦闘に際して軍隊の敷く陣形を取りあげている。先行研究
では、『水滸伝』の「混天陣」が楊家将物語の「天門陣」と類似するだけでなく、陣の破り方も似て
いることから、『水滸伝』の征遼の段全体が、楊家将物語を下敷きにして作られたと推定されている。
こうした影響関係を踏まえた上で、著者は、さらに水滸劇の一つである「九宮八卦陣」雑劇に見える
「九宮八卦陣」との対比をも試みる。もちろん著者も注意を促すように、遼軍の敷く陣形であるか、
宋軍の敷く陣形であるかという違いなどがあり、単純な影響関係を確認することは難しい。しかし、
通俗文学における戦闘場面において避けられない陣形描写の変遷という角度から見れば、「破天陣」
雑劇が陥ったマンネリズムを「九宮八卦陣」雑劇が見事に避け得ているとする著者の考察から、楊家
将物語が持つ正負両面の影響力を看取することは難しくない。著者の議論は、さらに多くの通俗文学
の材料を補完することによって、楊家将物語の中国通俗文学史上における位置を明らかにする有力な
視点を提供することになるだろう。 
 結びは、全二部、計六章からなる本論文の議論をまとめ、本論文では十分に扱えなかったテキスト
や論点について述べ、今後の展望を提示している。 
 本論文は、楊家将物語の小説と雑劇を取りあげ、楊家将という武将一族の物語が持つ特性を明らか
にするとともに、その文化資源としての豊かさや中国通俗文学史上の位置を明らかにする上で重要な
視点を提示している点において高く評価できる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
 
